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リニューアルに最適な建築・設備総合化技術の開発と適用 
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※本事例シートおよび記載内容の二次利用を禁止します

CASBEE評価省エネルギー性能

[Creative Box]内観 

計画概要 

築28年を経過し、ハード・ソフトの両面で陳腐化の進

んだ研究施設の再生プロジェクトである。昨今、地球

温暖化への関心が高まる中、既存ストック活用に対す

る期待は大きい。しかしながら、依然スクラップアン

ドビルドの発想から抜け出せない現状があり、その多

くは使い勝手や性能において新築に劣るという考えに

基づいている。 

本プロジェクトは、CASBEE値、省エネ性能、LCCO2排出

量等の検証を踏まえながら、新築に劣らない使い勝手

や環境性能、耐震性能を有する新たな施設を、幅4ｍの

[Creative Box]装着を核とした総合改修により構築す

ることを目的とした。 

計画では、地上４層にわたり、既存側デスクスペース

に隣り合うインフォーマルワークスペースとして 

[Creative Box]を増床。吹抜構成により、既存施設を

縦につなぐ新たなワークスペースを創出し、分野を超

えたコミュニケーションの誘発を試みた。 

[Creative Box]は、コンパクトダブルスクリーン

(T-Façade Air)､ダクタルＡＦ床版､調光天井（ETFE

フィルム）など環境負荷低減および長寿命化を目的と

した新規開発技術から構成されると共に、既存部の自

然換気を促すヒートチムニーとして機能する。既存部

においてもパーソナル空調設備ユニット、縦格子鋼板

補強工法など、さまざまな新規開発技術を導入し、建

物全体の環境性能、耐震性能の向上を図っている。こ

れらの開発技術は、「スペースの有効活用」「軽量化

による躯体への負担低減」「施工性の向上」に配慮さ

れたリニューアル技術であり、既存建物のデザインを

一新させる装置としての役割も担う。 
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建物のライフサイクルにおける CO2
排出量を既存建物利用、解体・新築、
リニューアルの３つのパターンで解
析。既存躯体の利用や省エネルギー
技術導入等によりリニューアルとい
う選択肢が最も環境に与える負荷が
小さいと判断した。

リニューアル前の外観（1979年竣工） リニューアル後の外観（2007年） 

調光天井（ETFEフィルム） 

フィルムを用いた国内初のクッション型
調光システム。フィルムは厚さ 0.1mm と
軽量なため、躯体への負担が少なくリニ
ューアルに適しており 、二重空気層によ
る断熱効果などを得ることができる。

ダクタルAF（アンチファイヤー）床板 

ダクタル（Ductal®）は、通常のコンクリ
ートと比べ圧縮強度が５～８倍という、
桁違いの強度を発揮する革新的なコンクリ
ート系素材である。ダクタルの緻密さは、
通常のコンクリートの 10～ 100 倍と高い
耐久性も生む。今回、耐火性能を向上させ
たダクタルＡＦを日本で初めて建築の主要
構造部材として適用した。

縦格子鋼板補強工法 

格子鋼板補強は、縦横のグリッドを基調とする既存建物の耐震補
強工法である。縦横の格子に鋼製パネルを自由に配置することで、
建物の耐震性を向上させるだけではなく、採光性、デザイン性に
優れている。そのため、外部補強や外壁面での補強に最適で、
「隠す」補強から「魅せる」補強を実現している。

パーソナル空調・設備ユニット 

コンパクトダブルスクリーンは、従来の 
ダブルスキンと同等の省エネルギー性能 
を、約 1/3 の厚さ (200mm 程度 )で実現し 
た。ユニット化工法により、コストを低減 
し、外壁リニューアルにも容易に適用可 
能なシステムである。 

個人のパソコンから風向・風量を個別にコントロールできる吹出
口を、座席ごとに設置可能なシステム。空調空間をパーソナル系
統とアンビエント系統で構成し、省エネと快適性を実現する。ま
た、照明器具等とのユニット化や吹出口の自在な位置変更により
オフィスレイアウト変更にもフレキシブルに対応できる。

コンパクトダブルスクリーン 

リニューアル前 ３階平面図 

リニューアル後 ３階平面図 

パソコン画面で 
風向・風量を操作 

パーソナル系統 

アンビエント系統

新規開発建築・設備総合化技術 

その他 安全安心・環境負荷低減技術 

氷水直接搬送システム 
リアルタイム地震防災システム 
IP 統合ネットワークシステム 
クールウォール・クールロード・緑化システム 
全面床吹出空調 
自然換気 
真空排水システム 

 


